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研究成果の概要： 

 近年の日本におけるシルクロード東部地域の歴史に関する研究で特に目立っているのは，５

〜10 世紀頃のトルコ系・チベット系諸民族と東方に進出したソグド人の歴史，並びに 13〜14

世紀のモンゴル時代史である．本研究班の主要メンバーは，そのうちの前者をリードしてきた

者たちであるが，内モンゴル・山西・陝西・寧夏・甘粛北部・新疆ウイグル自治区東部におけ

る現地調査を踏まえて，さらにその動向を進展させる成果をあげることができた． 
 
交付額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2005 年度 8,100,000 2,430,000 10,530,000 

2006 年度 9,800,000 2,940,000 12,740,000 

2007 年度 9,300,000 2,790,000 12,090,000 

2008 年度 4,900,000 1,470,000 6,370,000 

総 計 32,100,000 9,630,000 41,730,000 

 
研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：史学・東洋史 
キーワード：シルクロード，隋唐，ソグド人，トルコ人，突厥，ウイグル，農牧接壌地帯，文

化交流  
 
１．研究開始当初の背景 
 明治以来の我が国の東洋学を支えてきた
大きな柱は，西域史とか塞外史と呼ばれたモ
ンゴル・チベットを含む中央アジアの歴史と，
中国北部において活躍した西域人や塞外民
族の歴史であった．しかし 1980 年代以降，
それまで手薄であったイスラム化以後の研
究者が急増したのに対し，世界にその名を轟
かせてきたイスラム化以前の西域史・塞外民
族史の研究者の層が薄くなってきた．如実な
例としては敦煌学・トゥルファン学の後継者
を育てる大学院の講座が東大・京大から姿を
消したことが指摘される． 
 本研究の代表者である森安は，阪大赴任以
来，斯学の再興をめざして微力を傾注し，荒

川正晴を同僚に迎える一方，早稲田大学で後
進を育成している石見清裕，中央アジア言語
学で名高い神戸市外大の武内紹人・吉田豊と
緊密な連係を保ってきた．そこで本研究班を，
従来の我が国における中央アジア史学の伝
統を継承し，かつ文献研究と現地調査との両
面で新しい材料・視点を取り入れながら，国
内外の一歩先を行く研究手法の確立を試み
るために組織した．なお，我々が，モンゴル・
チベットを含む中央アジアと，これまで別世
界と考えられることの多かった中国北部を
合わせて「シルクロード東部地域」と呼んだ
のは，両者を一体化して，「農牧接壌地帯」
をキーワードに新たな歴史世界としてとら
えようとしたからである． 



 現地出土史料のうち 20 世紀初頭に発見さ
れた敦煌文書・トゥルファン文書・カラホト
文書の多くは，当時のイギリス・フランス・
ドイツ・ロシア・日本の探検隊の手でそれぞ
れロンドン・パリ・ベルリン・サンクトペテ
ルブルグ・京都の所蔵機関に将来された．そ
して 1950〜1970 年代に新中国の手で発掘さ
れたトゥルファン文書は，既に公刊されてい
た．以上の文書史料については，欧米と日中
の研究者によって紹介・研究がなされて，豊
かな成果が上げられてきた．我が班の主要メ
ンバーもその一翼を担ってきた．それに対し
て 1980 年代から，シルクロード東部地域の
歴史研究を深化させうる遺跡や文物の発
見・調査が相次ぎ，研究環境はあらたな展開
を見せつつあった．例えば，中国の陝西省・
山西省・寧夏回族自治区で発見された墳墓か
らはソグド人移住者集団の実態を示す図像
や文字史料（墓誌銘）がもたらされており，
シルクロード東部におけるソグド人のイメ
ージを大きく修正する必要に迫られていた． 
 
２．研究の目的 
 本研究は，シルクロード東部地域から出土
した墓誌銘・碑文・文書や遺品の原物調査に
加え，史跡・遺跡の現地調査によって，シル
クロードによるヒト・モノ・情報の移動の実
態と，それによって活性化された文化交流や
社会変動の諸相を解明することを目的とす
る．前近代の世界史において大きな役割を果
たしたシルクロード貿易について，従来，お
おまかに見れば中国の絹織物を筆頭とする
奢侈品が大量に西方にもたらされ，逆に西方
の金銀器・珠玉・ガラス・琥珀・象牙・香料・
薬品・絨毯などの奢侈品が中国に輸入された
こと，さらに言語・宗教・思想などの東西文
化交流が促進されたことが判明している．と
はいえ，これらは主に中央アジアの「外縁」
に残された史料，即ち東の漢籍史料と西のイ
スラム史料によって引き出された概括的見
方であり，その具体相になると実は多くは分
かっていない．本研究は，従来の漢籍やイス
ラム文献のような「外縁」の編纂史料から引
き出された概括的見方を越えて，現地出土の
多言語の文書を精密に解読・分析することに
よって，前近代のシルクロード東部地域にお
ける多民族・多言語・多宗教の人々の営みが，
文字通りシルクロードと密接に結びついて
いたことを示そうとするものである。 
 
３．研究の方法 
 歴史と地理とは密接不可分であるが，我が
国では歴史学者や文献学者がデスクワーク
することが多い．しかし本研究班ではまず第
一にシルクロード東部地域の現地調査，とり
わけ景観調査と遺跡調査に重点を置いた．そ
して，それと平行して，現地より出土した文

書・碑文・墓誌銘などの文字史料と，絹織物
をはじめとする遺物の原物調査も重視した． 
 景観調査ないし遺跡調査は，個人ではなく
チームを組んで行なうことによって，大きな
成果が期待される．そのために重要なのはチ
ームワークである．それゆえ景観・遺跡・文
献・遺物調査の結果を書き留める行動記録の
作成にあたっては，代表者である森安がこれ
までに蓄積したノーハウに基づき，いかに効
率よく，しかも過不足なく情報を収集し，メ
モを取るかを指導した．しかし実際の行動記
録は，部分的に森安が執筆したところもある
が，ほとんどは研究分担者・連携研究者によ
って執筆・編集されたものである．その成果
を各年度の行動記録として集積し，毎年，小
冊子に製本して研究班のメンバー全員に配
布した．最終年度終了後には，４年分をひと
まとめにして，電子データ版として配布し，
今後の各自の研究に備えるようにした． 
 一方，中央アジア出土文書の言語は多岐に
亘るため，従来の各自の研究実績に基づいて，
担当を分担した．漢文史料はほとんどすべて
のメンバーが扱えるが，重点的には荒川・白
須が担当した．ウイグル語は，森安・松井，
ソグド語とコータン語は吉田，チベット語は
武内，西夏語は佐藤，モンゴル語は松井が担
当した．これに対して北中国から出土した主
にソグド人関係の漢文墓誌銘は，石見・森
部・山下が担当した．ただし，本研究班には
若手育成という目的もあり，それぞれに若手
の連携研究者が付いて補佐した．さらに今回
の研究目的には，出土文字史料と密接に関わ
る遺蹟・遺物調査が含まれていたが，それを
担当したのは考古・美術史専門の服部・藤
岡・高橋である．ここでも若手の連携研究者
が補佐した． 
 各メンバーが従来から知られていたもの
の中から収集した史資料と，今回の現地調査
によって得られた成果を合体させ，各自の研
究を進化させるために，阪大での中央アジア
出土漢文文書ゼミや神戸外大での古代チベ
ット語文書ゼミ，さらに年３回開催される研
究会「中央アジア学フォーラム」を活用した．  
 
４．研究成果 
 以上の目的と方法によって，既に 4年目終
了時点で多大な成果が上げられている．前年
度まではそれをまとめて冊子体の成果報告
書を作成・提出することが義務付けられてい
たのであるが，今回からその義務がなくなっ
た．とはいえ本研究班メンバーはそれに替わ
る市販本の出版をめざしており，この度，そ
のための準備として以下のような内容の
CD-ROM を作成し，メンバー全員が現地調査の
成果と各自の研究成果とを共有することと
した．なお，本研究期間中に得られた成果で，
既に学術誌に掲載されたものは，ここには含



まれない． 
 
第１部：現地調査記録篇 
 ２００５年度山西北部・オルドス・寧夏・
西安調査行動記録 
 ２００６年度内モンゴル・寧夏・陝西・甘
粛調査行動記録 
 ２００７年度新疆・山西・オルドス調査行
動記録（中央アジア班・山西班・オルドス班） 
 ２００８年度山西・内モンゴル調査行動記
録 
 
第２部：研究篇 
 日本におけるシルクロード上のソグド人
研究の回顧と最近の動向…………森安孝夫 
 北朝時代後期における長安政権とソグド
人……………………………………山下将司 
 「安元寿墓誌」（光宅元年（６８４））訳注
………………………………………福島 恵 
 ７～８世紀の北アジア世界と安史の乱…
………………………………………森部 豊 
 唐代天山東部州府の典（書記）とソグド人
………………………………………荒川正晴 
 唐の内陸アジア系移住民対象規定とその
変遷…………………………………石見清裕 
 新出のソグド語資料について──新米書
記の父への手紙から………………吉田 豊 
 斉周・隋の仏教美術におけるソグド美術の
受容に関する覚書…………………藤岡 穣 
 中央アジア出土古ウイグル手紙文書の書
式……………………………………森安孝夫 
 Ordo uluš, Solmı, and Bešbalık ………
………………………………………………P. 
Zieme 
 ウイグル語仏典奥書──その起源と発展
──…………………………………笠井幸代 
 西ウイグル時代のウイグル文供出命令文
書をめぐって………………………松井 太 
 唐代鄉里制在于闐的實施及相關問題研究
………………………………………張 銘心 
 新様文殊壁画に現れる于闐国王とその歴
史的背景……………………………白須淨眞 
 胡楽器に関する覚書──琵琶を中心に─
─……………………………………高橋照彦 
 正倉院・赤漆欟木胡牀と西方のイメージ…
………………………………………服部等作 
 
 4 年間の科研費の大半は現地調査に費やさ
れたのであり，踏査地の多くは北中国の農牧
接壌地帯であるが，西ウイグル王国の本拠で
あった新疆ウイグル自治区の東部天山地方
にも及んだ．こうした歴史の舞台を踏査する
ことによって得られた貴重な見聞録をまと
めたものが，第１部である．これらの膨大な
「行動記録」は，今後，メンバー個々人の研
究に寄与する大きな資産となるはずである
が，できればそのエッセンス部分を公開して

学界の共有財産にしたいと考えている． 
 これに対して第２部に収められた諸論考
は，シルクロード東部地域の歴史・言語・美
術などに関するものである．さらにその半数
以上はソグド本国から東方に進出したソグ
ド人に密接に関わっており，近年のソグド研
究の高まりをさらに大きく盛り上げる優れ
た論文が集まっている．各自別々の論文のよ
うに見えて，実はそこに大きな共通の問題意
識がある．中国で発表される当該分野の研究
のほとんどは異民族の「漢化」すなわち中華
主義への従属の度合いを論じるものである
が，我々の問題意識はそれとは異なっている． 
 軍事力と経済力が歴史を動かす大きな要
因であった人類の歴史を振りかえれば，遊牧
騎馬民族の故郷であり，しかもシルクロード
＝ネットワークを包摂していた中央ユーラ
シアが，世界史においていかに重要な役割を
果たしてきたかは，容易に想像されよう．遊
牧騎馬民族は銃火器が発明されるまでは地
上最強の軍事力の根幹であった騎馬軍団の
源泉であったし，シルクロードは「大航海時
代」以前の陸上交通中心時代においては諸文
明圏を繋ぐ交通の要路であって，それが巨大
な経済力の源泉であった． 
 遊牧騎馬民族が活躍したのは，決して中央
ユーラシアの草原地帯だけではなく，中央ユ
ーラシア内部の南辺を東西に貫く農牧接壌
地帯もその活動舞台であった．本研究班が今
回特に注目したのは，中央ユーラシア東部で
最大の北中国の農牧接壌地帯である．すなわ
ち内モンゴル草原地帯の南側に位置し，河北
省北部・山西省北部・陝西省北部・寧夏回族
自治区・甘粛省にまたがり，農業のための可
耕地と遊牧・放牧のための草原とが入り組ん
でいて，どちらにも利用できる広大な土地の
ことである．そこは，漢民族とは農耕民・都
市民であり，漢民族こそが中華民族（中国人）
であるとする立場からは「辺境」というニュ
アンスを込めて「長城地帯」と呼ばれてきた
ところでもある．しかしながら漢民族の出自
の半分は遊牧民であるとする我々の立場か
らは，ここは辺境どころかむしろ遊牧民と農
耕民の交わる「接点」であり，中国史のダイ
ナミズムを生み出してきた中核部なのであ
る．そしてそこと内モンゴル草原とを合わせ
た遊牧可能地帯に，匈奴・羯・鮮卑・稽胡・
突厥・沙陀・党項・吐谷渾・奚・契丹などさ
まざまな騎馬遊牧民集団が興亡したことを
見れば明らかなように，秦漢=匈奴拮抗時代
から五胡十六国時代を経て，北魏・隋唐・五
代に至り，さらに遼・金・元朝へと続く中国
史において，草原を本拠地とする遊牧民族は
決して客人ではなく，農耕漢民族と並ぶもう
一方の主人であったのである．  
 農牧接壌地帯は，中国諸王朝にとって両刃
の剣であり，そこをうまくコントロールでき



たことによって唐朝は前半期の大繁栄をみ
るが，同じところが今度は安史の乱を支える
勢力の揺籃の地となり，さらに五代の沙陀諸
王朝（トルコ系）と遼朝（モンゴル系）・西
夏（タングート系）という「中央ユーラシア
型国家」（かつてのいわゆる「征服王朝」）出
現の舞台となった．「万里の長城」は農耕都
市民と遊牧民とがせめぎ合ってきた中国史
の流れに応じて，この農牧接壌地帯を北上し
たり南下したりして，揺れ動いてきた．そし
て農耕都市民と遊牧民の両者が一体化した
時，万里の長城は文字通り無用の長物となる
のであるが，その最初の典型が唐王朝である．
唐代前半には北中国の農牧接壌地帯におい
て突厥人・ソグド人・ソグド系突厥人・九姓
鉄勒人などが活躍し，唐後半期から五代には
沙陀突厥が歴史の檜舞台に登場する． 
 森安論文「日本におけるシルクロード上の
ソグド人研究の回顧と最近の動向」では，我
が国の先行研究を整理した上で，本研究班に
組織されたメンバーである石見清裕・荒川正
晴・吉田 豊・森部 豊・山下将司・中田美
絵・鈴木宏節・中田裕子・福島 恵がこの 10
年間でいかにその実態に肉薄する研究を発
表してきたかを解説したが，本研究期間の４
年間において，それぞれがさらにその研究動
向を進展させる論文を作成し終えたのであ
る（既にこの研究期間内に出版済みのものも
ある）．さらに藤岡 穣も初めて美術史の側
からこの分野に切り込んできた． 
 一方，ウイグル民族の動向に関しては森安
孝夫・P. ツィーメ，松井 太・笠井幸代が
それぞれ成果を上げた．ここに代表者である
森安の論文「中央アジア出土古ウイグル手紙
文書の書式」についてのみ紹介すれば，それ
は筆者のライフワークの１つである『中央ア
ジア出土古ウイグル手紙文書集成』の論考篇
に当たるものである．その集成本体では約
200 件に及ぶ手紙を収めている．人の移動こ
そが文化交流や新しい文化の勃興を促進す
る．前近代社会にあって，人の移動を容易に
したのは商業と宗教活動である．しかも往々
にして両者は緊密に結び付いている．その結
果，宗教経典類のみならず一定の書式を持つ
世俗的な手紙文や契約文書に，異民族間の文
化交流の跡が刻印されることになった．ここ
に異言語で残された同種の書式を比較研究
する意義がある．中央アジアのウイグル文契
約文書の書式研究については，既にそれなり
の研究蓄積があり，その主流が「漢文→ウイ
グル語→モンゴル語」だったことは判明して
いる．それに対して手紙文の書式については，
比較研究はまだ緒に着いたばかりであり，森
安の集成とその論考篇は今後の研究のため
の基盤を提供するものである．ただ本稿で得
られた概略を述べれば，ウイグル語の手紙に
はソグド語の手紙書式からの圧倒的な影響

が見られ，また部分的にはウイグル語がモン
ゴル語に影響を与えたことが看取されたか
ら，手紙書式の大きな流れは，「ソグド語→
ウイグル語→モンゴル語」であると考えられ
る．それは「ソグド文字→ウイグル文字→モ
ンゴル文字」という流れとぴたりと符合する． 
 以上，本研究班メンバーが達成した成果の
うち，特に近年の学界で注目度の高いソグ
ド・ウイグル両民族ならびにソグド系トルコ
民族（ソグド系突厥，ソグド系ウイグル等）
に関わるものに焦点を当てたが，これらはい
ずれも彼らがシルクロード東部地域におい
てどのような政治的活動を行なったか，ある
いは彼ら相互の間や漢民族をはじめとする
異民族との間でどのような経済的・文化的交
流を持ったのかを追究したものである．その
結果は，言うまでもなく，中国史を中華主義
の呪縛から解き放つのに役立つ内容となっ
ている． 
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